
選
出
さ
れ
た
役
員
の
皆
さ
ん
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４
月
１２
日
（
日
）
テ
ク
ノ
プ
ラ

ザ
か
つ
し
か
に
お
い
て
、
第
５６
回

葛
飾
支
部
定
期
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

参
加
者
は
計
１
８
７
人
で
、
本

部
か
ら
白
滝
誠
本
部
書
記
次
長
・

技
術
対
策
委
員
会
岩
崎
修
書
記
が

来
賓
と
し
て
参
加
。
青
木
勇
葛
飾

区
長
・
平
沢
勝
栄
衆
議
議
員
な
ど

数
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

大
会
は
、
牧
野
・
小
泉
両
氏
の

議
長
の
下
で
進
め
ら
れ
、
０９
年
度

の
方
針
の
提
案
（
支
部
結
成
６０
周

年
の
０９
年
を
６
０
０
０
人
支
部
実

現
を
め
ざ
す
な
ど
）
・
予
算
の
提

案
等
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
住
宅
デ
ー
で
３
年
連
続

表
彰
の
本
田
分
会
と
、
着
実
に
分

会
人
員
の
実
増
を
果
た
し
て
い
る

お
花
茶
屋
分
会
か
ら
の
経
験
報
告

や
、
ア
ス
ベ
ス
ト
原
告
団
の
清
水

さ
ん
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
に

対
す
る
訴
え
が
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
、田
中
革
さ
ん（
書

記
）
・
山
内
初
枝
さ
ん
（
金
町
）

・
牧
野
教
生
さ
ん
（
東
新
小
岩
）

・
金
杉
誠
さ
ん
（
飯
塚
）
が
役
員

を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
春
の
本
番
の
拡
大
月

間
で
す
。
全
分
会
が
達
成
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
こ
ん

な
状
況
だ
か
ら
こ

そ
、
頼
れ
る
組
合
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
着
実

に
成
果
を
あ
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で

す
。
奥
戸
分
会
は
、

１０
人
の
拡
大
成
果
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

統
一
行
動
日

５
月
２１
・
２２
日

５
月
２７
・
２８
・
２９

日
春
月
間
拡
大
打
上
式

６
月
２
日

第
５６
回
大
会
で
選
出
さ
れ
た
役

員
は
以
下
の
通
り
で
す
。
支
部
委

員
長
は
本
部
中
央
執
行
委
員
と
な

り
ま
す
。
青
年
部
担
当
は
福
岡
、

主
婦
担
当
は
星
谷
の
両
氏
と
な

り
、
建
長
会
は
脇
元
さ
ん
で
す
。

委
員
長

星
谷

聰

鉄
骨
工
・
奥
戸

副
委
員
長

深
沢
松
男

鉄
骨
工
・
奥
戸

芳
井

武

内
装
工
・
青
戸

横
田

進

建
具
工
・
東
新
小
岩

福
岡
達
咲

塗
装
工
・
堀
切

書
記
長

元
井
博
士

書
記

書
記
次
長

高
橋
真
理

書
記

植
木
博
一

書
記

財
政
部
長

深
沢
松
男
（
兼
）

組
織
部
長

福
岡
達
咲
（
兼
）

教
育
宣
伝
部
長

細
貝
文
洋

内
装
工
・
堀
切

社
会
保
障
対
策
部
長

榎
本
幸
男

大
工
・
立
石

厚
生
文
化
部
長

斉
藤
八
十
八

電
工
・
北
水
元

税
金
対
策
部
長

折
笠
明
実

看
板
工
・
西
亀
②

産
業
対
策
局
長

芳
井

武
（
兼
）

仕
事
対
策
部
長

近
沢
敏
彦

配
管
工
・
奥
戸

賃
金
対
策
部
長

吉
田
邦
雄

墨
出
工
・
高
砂

労
働
対
策
部
長

脇
元
勝
美

大
工
・
柴
又

技
術
対
策
部
長

石
井
啓
之

電
工
・
幸
田

後
継
者
対
策
部
長

千
葉
修
央

内
装
工
・
青
戸

常
任
執
行
委
員
待
遇

阿
久
津
大
造
（
青
年
部
長
）

大
山
艶
子
（
主
婦
の
会
会
長
）

会
計
監
査

津
田
幸
一

ガ
ラ
ス
・
東
水
元

神
宮
和
夫

鉄
骨
工
・
二
葉

執
行
委
員
（
分
会
長
）

磯

三
千
男
（
新
小
岩
）

佐
藤

明
宏
（
西
新
小
岩
）

添
田

正
男
（
東
新
小
岩
）

阿
久
津

正
（
奥
戸
）

小
林

伸
次
（
本
田
）

菊
池

利
則
（
立
石
）

平
井

克
美
（
青
戸
）

小
林

紘
（
お
花
茶
屋
）

岡
本

勝
孝
（
堀
切
）

芦
田

清
（
二
葉
）

伊
藤

博
美
（
西
亀
有
①
）

舘
野

竹
男
（
西
亀
有
②
）

小
川

徳
夫
（
亀
有
）

小
野
瀬
裕
次
（
細
田
）

加
藤

信
男
（
高
砂
）

市
瀬

隆
（
柴
又
）

梅
松

辰
雄
（
新
宿
）

川
上

雅
敏
（
余
町
）

菊
池

司
郎
（
東
金
町
）

芦
野

一
夫
（
東
水
元
）

今
村

賢
二
（
北
水
元
）

伊
藤

兼
夫
（
幸
田
）

渡
邊

謙
治
（
飯
塚
）

執
行
委
員
待
遇

筒
井

啓
之
（
建
長
会
会
長
）

０９
年
度
支
部
健
康
診
査

・
７
月
１２
日
（
日
）

・
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か

・
募
集
人
数
は
６
０
０
人

・
申
込
期
日
は
５
月
中

▼
…
４
月
１２
日
の
日

曜
日
に
は
青
戸
の
テ

ク
ノ
プ
ラ
ザ
で
「
支

部
定
期
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
今
回
の
大

会
は
本
会
議
の
時
は

質
疑
応
答
が
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
大

会
も
進
行
し
ま
し
た
が
、
各
分
科

会
で
は
活
発
な
意
見
が
多
数
出
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。

▼
…
４
月
１５
日
に
は
支
部
会
館
で

「
分
会
四
役
研
修
」
が
開
催
さ
れ

て
、
当
日
は
本
部
か
ら
白
滝
本
部

書
記
次
長
の
「
建
設
不
況
切
り
開

き
、
仕
事
と
暮
ら
し
守
る
東
京
土

建
の
た
た
か
い
」
と
題
し
て
講
演

が
あ
り
ま
し
た
、
続
い
て
元
井
新

書
記
長
か
ら
「
役
員
の
役
割
」
等

に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
…
５
月
に
は
各
分
会
で
「
群
３

役
研
修
」
が
行
わ
れ
ま
す
が
本
年

は
支
部
結
成
６０
周
年
の
佳
節
で

６
、
０
０
０
人
の
組
合
員
さ
ん
達

成
で
拡
大
も
す
す
め
て
い
ま
す
の

で
「
分
会
四
役
研
修
」
の
時
に
学

ん
だ
事
を
式
次
第
に
入
れ
て
群
３

役
さ
ん
達
に
も
理
解
協
力
を
訴
え

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

▼
…
４
月
２６
日
の
日
曜
日
に
は
前

日
の
大
雨
だ
っ
た
の
で
心
配
で
し

た
が
、
水
元
公
園
で
の
「
葛
飾
子

ど
も
ま
つ
り
」
も
晴
天
の
中
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。「
東
京
土
建
」

の
テ
ン
ト
ブ
ー
ス
に
開
始
前
か
ら

の
行
列
が
で
き
た
状
況
で
…
、
今

回
の
工
作
は
「
銅
版
表
札
」「
本

立
て
」「
イ
ス
」「
プ
ラ
ン
タ
ー
」

と
全
体
的
に
好
評
で
、
２
時
頃
に

は
材
料
が
無
く
な
る
状
況
で
し

た
。
そ
の
後
も
多
数
来
場
者
が
あ

り
ま
し
た
。
来
年
は
材
料
を
若
干

増
や
し
た
ほ
う
が
良
い
か
も
っ
て

「
日
記
」
に
書
い
て
お
き
ま
し

た
。

東京土建一般労働組合

� 飾 支 部

〒１２４―００１２�飾区立石８―３４―４
電 話 （５６９８）１２６１
ＦＡＸ （５６９８）１２６２
発行人 細 貝 文 洋

今月の�飾組織現勢
２００９年４月１日現在 ５７０５人
加 入 ５０人
転 入 ３人
脱 退 ７９人
転 出 ５人

２００９年５月１日現在 ５６７４人

春の拡大月間
春の拡大月間 ５月２日現在拡大目標

３．５％
実増

（５月２日）

新 小 岩 ５ ▼４

西新小岩 ５ ▼５ ●

東新小岩 １３ ▼９ ●●

奥 戸 １９ ▼７ ●●●●●●●●●●

本 田 ７ ▼５

立 石 ６ ▼７ ●●

青 戸 ８ ◎１ ●●●●

お花茶屋 ７ ◎６ ●●●●

堀 切 １１ ▼１０ ●●●●

二 葉 ９ ▼６ ●●●●●

西亀有① ７ ▼５

西亀有② ４ ▼４

亀 有 ９ ▼４ ●●●●●

細 田 ９ ▼５ ●●●●

高 砂 ９ ▼１０ ●●●●

柴 又 ９ ▼４ ●

新 宿 ８ ▼９ ●●

金 町 ６ ▼５ ●●

東 金 町 ７ ▼８ ●

東 水 元 １１ ◎２ ●●

北 水 元 ９ ▼５ ●

幸 田 ８ ▼１ ●●●

飯 塚 ７ ▼３ ●●●

そ の 他 １０ ◎５ ●●●

合 計 ２０３ ▼１０２ 加入 ６３人 残 １４０人

第５６回支部定期大会を開催

００９９年年をを６６００００００人人支支部部にに！！
大会で分会経験報告・アスベストの訴えも

書
記
長
に

元
井
さ

ん

・
主
婦
の
会

会
長

に

大
山
さ

ん

田
中
さ
ん
・
山
内
さ
ん
が
退
任

�
月
２２
日
出
陣
式
開
く

２
０
３
人
を
確
実
に
達
成
を

０９年度の支部方針を提案する田中前書記長

春の拡大出陣式

第６３４号建 設 者２００９年５月１６日（１）
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用
意
は
４
０
０
個

材
料
足
り
な
い
！

第
８０
回
メ
ー
デ
ー
が
代
々
木
公

園
で
開
催
。
参
加
者
３
万
６
千
人

（
葛
飾
支
部
か
ら
は
２
２
５
人
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
と
い
え
ば
、
出
し

物
。
今
年
も
青
年
部
が
作
く
り
ま

し
た
。「
兵
器
や
い
ら
な
い
も
の

捨
て
よ
う
ご
み
箱
」。
町
を
掃
除

し
な
が
ら
、
明
治
公
園
ま
で
、
デ

モ
行
進
。
今
年
は
受
賞
な
ら
ず
。

４
月
１８
日
（
土
）
葛
飾
支
部
会

館
で
、
住
宅
瑕
疵
担
保
険
加
入
説

明
会
（
ま
も
り
す
ま
い
保
険
）
を

開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
講
師
に
本
部
仕
事
対

策
専
従
常
任
中
執
の
松
井
さ
ん
を

迎
え
、
２５
人
（
２３
社
）
の
参
加
で

行
い
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
使
い
な
が
ら
の
説
明
会
で
し

た
。１０

月
１
日
以
降
に
引
き
渡
し
を

す
る
新
築
物
件
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
現
在
、
保
険
に
加
入
す
る
た

め
の
事
業
者
届
出
の
申
請
が
２
社

あ
り
ま
し
た
。
問
合
せ
は
、
支
部

ま
で
連
絡
下
さ
い
。

青
天
の
中
、
葛
飾
区
子
ど
も
ま

つ
り
が
４
月
２６
日
（
日
）
に
水
元

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日

の
大
雨
が
う
そ
の
よ
う
に
当
日
は

晴
れ
渡
り
、
来
場
し
た
子
供
の
人

数
も
多
く
、
参
加
し
た
第
３
〜
６

Ｂ
の
各
分
会
か
ら
の
指
導
員
（
５６

人
）
が
総
動
員
で
、
対
応
し
ま
し

た
。用

意
し
た
の
は
、
銅
板
・
椅
子

・
本
立
て
・
プ
ラ
ン
タ
ー
（
合
計

４
０
０
個
）。
午
前
中
か
ら
来
場

者
の
多
さ
か
ら
、
材
料
は
、
み
る

み
る
な
く
な
り
、
昼
休
み
の
再
開

時
に
は
、
５０
人
以
上
の
行
列
が
で

き
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
調
子

で
、
す
ぐ
に
材
料
が
不
足
し
だ

し
、
午
後
２
時
に
は
、
全
て
な
く

な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
好
評
で
し

た
。
作
り
終
え
た
後
に
認
定
証
を

受
け
取
っ
て
満
足
そ
う
に
会
場
を

後
に
す
る
子
供
の
姿
が
印
象
的
で

し
た
。
一
日
通
し
て
、
ケ
ガ
人
も

な
く
、
無
事
一
日
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

当
日
参
加
し
て
、
指
導
し
た
組

合
員
さ
ん
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。

４
月
１５
日
（
水
）
に
分
会
四
役

研
修
会
を
支
部
会
館
３
階
大
会
議

室
で
行
い
ま
し
た
。
講
師
に
本
部

の
白
滝
書
記
次
長
を
招
き
、
土
建

組
合
を
取
り
巻
く
情
勢
を
。
そ
し

て
、
元
井
書
記
長
・
星
谷
執
行
委

員
長
か
ら
は
、
役
員
の
役
割
を
。

当
日
は
、
３
階
の
大
会
議
場
が

あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
参
加
者
で
、
全

分
会
か
ら
１
３
３
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

い
よ
い
よ
春
の
拡
大
月
間
が
始

ま
り
ま
し
た
。
４
月
２７
日
に
各
分

会
で
の
拡
大
出
陣
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

新
年
度
に
は
い
り
、
新
体
制
で

の
拡
大
で
す
。
気
持
ち
を
新
た

に
、
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
一

致
団
結
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
。そ
し
て
、全
分
会
が
達
成
し
、

６
月
２
日
の
拡
大
打
ち
上
げ
式
で

盛
大
に
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

４
月
１３
日

か
ら
葛
飾
支

部
に
異
動
に

な
っ
た
本
多

さ
ん
。
足
立

支
部
で
の
書

記
経
験
１１
年

と
経
験
も
豊

富
で
、
人
柄
も
良
く
、
足
立
支

部
で
は
、
異
動
を
残
念
が
る
声

が
多
数
あ
が
る
ほ
ど
で
し
た
。

住
ま
い
は
、
春
日
部
市
で
２

児
の
パ
パ
で
す
。
趣
味
は
、
サ

ッ
カ
ー
で
、
子
供
と
一
緒
に
休

日
に
は
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

担
当
分
会
は
東
水
元
分
会
・

北
水
元
分
会
。
担
当
は
、
財
政

部
・
事
業
所
対
策
・
建
長
会
で

す
。
事
務
所
に
来
た
時
は
、
ぜ

ひ
一
声
か
け
て
下
さ
い
。

今
月
い
っ
ぱ
い
車
の
見
積
り
促

進
月
間
で
す
。
新
宿
分
会
は
す
で

に
達
成
・
超
過
し
ま
し
た
。

「
な
る
べ
く
安
い
保
険
料
に
し

た
い
」
と
考
え
て
い
る
方
は
、
一

度
見
積
り
を
。
車
検
証
と
現
在
加

入
の
保
険
証
券
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ

見
積
り
出
せ
ま
す
。

各
分
会
で
、
分
会
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
奥
戸

・
細
田
・
柴
又
・
北
水
元
分
会
が

そ
れ
ぞ
れ
花
見
を
３
月
下
旬
に
。

西
亀
有
①
分
会
が
４
月
１９
日
に

長
野（
善
光
寺
）へ
バ
ス
旅
行
に
。

各
分
会
が
レ
ク
の
取
り
組
み

で
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と

で
、
み
ん
な
で
楽
し
み
、
仲
間
の

つ
な
が
り
を
強
く
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
ぜ
ひ
各
分
会
で
、
企
画
を

し
て
く
だ
さ
い
。

説
明
会

開
く

１０
月
１
日
以
降
引
き
渡
し
の

新
築
物
件
は
加
入
が
必
要
で
す

葛
飾
区
子
ど
も
ま
つ
り
開
催

工
作
指
導
員
は
大
忙
し

足立より葛飾へ

本多さんです

四
役

研
修

講
師
に
本
部
白
滝
書
記
次
長

１
３
３
人
が
参
加

春本番

各
分
会
で
出
陣
式

新
体
制
で
達
成
め
ざ
す

自
動
車

見
積
り

５
月
ま
で
が
月
間
で
す

新
宿
分
会
が
達
成
・
超
過
に

第
３２
回
住
宅
デ
ー
は
６
月
２１
日
（
日
）

・
手
す
り
取
付
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
包
丁
研
ぎ

・
ま
な
板
削
り

・
火
災
報
知
器
の
取
付
け
の
相
談

・
工
作
教
室
や
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

・
住
ま
い
の
相
談
コ
ー
ナ
ー

第
１７
回
土
建
ま
つ
り
は

７
月
２６
日
（
日
）
で
す
。

第

８０

回

メ
ー
デ
ー

本多さん

細田分会のお花見レク

分会四役研修会

天気も晴れ渡りたくさんの来場者が来ました

瑕疵担保保険の加入説明会

東新小岩分会出陣式 左が新
分会長の添田さん

飯塚分会出陣式 真ん中が新
分会長の渡邊さん

青年部を先頭に代々木公園からデモ行進

（２）第６３４号建 設 者２００９年５月１６日


